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１．中期計画立案の背景と目的 

 

（１） 計画立案の背景 

 

【マーケットの縮小】 

   2018 年度問題を境に大学を取り巻く環境は益々厳しさを増している。18 歳人口は、

2019 年 117 万人から 2030 年には 101 万人にまで減少する。これから 11 年間で 16万

人減少することになり、大学進学率を現状のまま約 5割とすると、8 万人がマーケット

からいなくなり、定員規模 1,000 人の中堅大学が 80校なくなる計算になる。特に、“地

方”“小規模大学”が厳しい状況にあるとされる中、さらに、岡山県と宮崎県は大学進学

時の高校生の県外流出超過が高いということもあり、他校との競合が一段と厳しさを

増すことになる。 

   そのような状況から、今後、募集環境が激化していく中、学園の魅力（教育力、研究

力、ブランド力）を一層向上させ安定した学生確保が維持できるよう、経営の安定化を

図らなければならない。 

 

  【地方創生における大学の役割】 

   地域社会を担う多様な人材確保と、地域における多様な就業の機会の創出を一体的 

に推進することが喫緊の課題となっている。 

   また、地方大学として、その地域の課題解決型の教育を推進し、地方創生を担う 

個性・特色ある人材の育成が期待されている。 

 

  【グローバル化への対応】 

   社会の多様な場面でグローバル化が進む中、大学は、教育内容と教育環境の国際化を 

  徹底的に進め世界で活躍できるグローバル人材の育成、また、グローバルな視点をもっ

て地域社会の活性化を担う人材の育成が重要である。 

また、優れた外国人留学生を積極的に受入れることによって、大学の国際化を促し、

教育・研究力を向上させ、日本の学術・文化を世界に広めることなども求められている。 

 

（２） 計画立案の目的 

  ① 建学の理念を具現化し、学園と各設置校のビジョンを掲げ、教育目標・基本方針を

明確化し、進むべき方向性について学内教職員の認識の共有化を図り、組織力の向上

を図る。 

 

  ② ブランド力を強化し、高校生或いはステークホルダーから選ばれる大学として、大

学の魅力を向上させ教育研究活動を継続し、地域社会・国際社会に一層貢献し続ける。 
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  ③ 18 歳人口減少に伴う少子化問題を見据えた継続的な経営基盤の強化を図る。 

 

２．中期計画の骨子 

 

■ 法人部門 

 

（１） 学園の教育ビジョン 

    学校法人順正学園は、岡山県高梁市に、明治 18年に県下初の女子高等教育機関と

して設立された「順正女学校」に由来する伝統の火を後世に伝えたいという地域社会

の強い要請に応え、昭和 42 年に創立者加計勉により設立された。「学生一人ひとり

のもつ能力を最大限に引き出し引き伸ばし、社会に有為な人材を養成する」という建

学の理念に基づき、時代と地域の要請に応じ、これまで多くの卒業生を輩出してきた。

2016 年に順正学園は 50周年を迎え、今後、更なる学園の発展に貢献できるよう、創

立者の建学の理念を継承且つ具現化し、少子高齢化・グローバル化・AI 化等による

一層複雑に変化し予測不可能な時代に於いて、必要とされる人材像、自らチャレンジ

し行動できる心豊かな人間力と国際力を備えたスペシャリストの養成を使命とし、

地域社会と国際社会に於いて活躍・貢献できる人材を育成できるよう、「21世紀型人

材育成」を構築し、特色ある学園（大学・学校）を目指す。  

 

（２） 学園の教育目標     

◆ 時代、社会、地域のニーズに応じた教育研究活動を通し、心豊かな人間力、

専門力、実践力を持ったスペシャリストを育成。 

      ◆ 国際交流を活発に推進しグローバル社会において必要な「国際力」をもった

人材を育成。 

 

（３） 基本方針（目標達成の為の行動課題） 

 

【法人部門】 

     学園運営における最大の目標は、建学の理念を推進し社会に貢献することで、実行 

するには、学生確保は最重要課題であり、教育研究活動のキャッシュフローの健全化 

を軸とした安定した財政基盤の維持である。 

現状の様々な課題を解決し実行すべき改善改革を行い、教育研究力を向上させ、各

設置校のブランド力を構築し、建学の理念を継承し未来に向けて、地域・社会の発展

に貢献できる学園を目指すため、以下の３項目を重点目標として定め基本方針を策

定する。 
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１．経営基盤の強化 

 ① 学部学科の適正化 

➝ 将来予測（人口減等マーケットの変化）に対応した設置学部学科の見直し 

  少子高齢、グローバル化する社会の変化等外部環境変化を見据えながら、地

域特性や受験生のニーズ及び社会需要が求められる学部学科の新設も考慮し、

既設の学部学科の魅力化或いは改組転換等の改廃を検討することが本学存続

の重要なカギの一つになると考え、内外の環境変化に応じ学部学科の見直し

等、新たな教育・研究組織の将来展開を検討する。 

 

   ② 財政基盤の強化 

    ➝ 中長期財務ローリング計画 

      以下の収入増加・経費の削減方策により経常収支差額のマイナスを解消し、 

健全で安定的な財政基盤を強化する。 

     

１） 収入財源の確保 

・学納金収入増 

入学者確保のための実施計画を確実に実行することにより学生数を増やし、 

段階的に収入の増加につなげる。 

 

・外部資金の獲得 

経常費補助金については内容を把握・分析したうえで確実に獲得する。また、

設置校と連携しながら情報収集に努め、国の競争的資金や企業からの受託研

究費・共同研究費を確保し収入増につなげる。 

 

・多様な寄附金募集による収入の確保 

       研究助成、古本募金、卒業生からの奨学基金寄付の増額を図る。 

設置校の 30周年を記念し、新たに教育・研究環境の充実のための寄付を募

集する。 

 

２） 経費の削減 

・人件費の抑制 

       人員の適正化方策に基づく人件費率の改善計画を確実に実行することによ

り人件費支出を抑制する。 

 

・管理的経費の抑制 
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       設置校へ厳格に配分された予算の緻密な執行管理により経常的な支出を抑

制する。また、各種取引の契約方法の見直し、省エネによる光熱費の削減によ

り支出を抑制する。 

 

   ③ 運営体制の強化 

    ➝ 人員の適正化と中長期ローリング計画 

        ・全学的な視点から学園の将来計画や経営戦略に沿った計画的・戦略的な職 

員配置を行う。 

 

・教育職員については、教育研究上の目的の達成に向け、限られた人員の中 

で効率的に稼働できる体制を整備するため、学部・学科等の教育研究活動を 

展開するために適正な教員数を把握・検証し適切な人員配置を行う。 

  

・事務職員については、大学を取り巻く環境変化に応じて、組織の編成や人

員配置を見直し、継続的に業務の効率化・合理化を進めるとともに、適正な

職員数を把握・検証することで、限りある人的資源を有効に活用する。 

 

・より高度で多様な業務を行える教職員を育成するため、教職員実績評価制 

度や教員の授業評価等のもと、ＦＤ、ＳＤ等の学内研修制度を充実させると 

ともに、外部研修等への計画的、積極的参加を通じて教職員の能力の開発、 

資質の向上を図る。 

 

    ➝ 組織力の強化 

       ・理事長、学長、校長がリーダーシップを発揮できる環境を整え、迅速な意

思決定を行うとともに、外部理事の意見を積極的に活用するなど、戦略的・

機動的な法人運営を行える体制を構築する。 

 

・改革推進に向け、理事会機能、監事機能、評議員会機能の実質化に努めガバ 

ナンス強化を図る。監事は財務面のみならず学園の基本方針や業務計画、さら

には学生支援や地域貢献等、教学面から捉えた学校運営に対しても意見具申

できる体制づくりを行う。 

 

 

      → 安全管理体制の整備 

・災害や事件、事故等の突発的事態に迅速に対応できる安全管理体制の整備や、 

健康診断等の衛生管理体制の充実を図るとともに、ハラスメント防止に努め、 
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学生が安心して健康的に学べる環境を整える。 

    

      → 法令遵守の徹底 

・大学が社会に対する説明責任を果たしていくため、内部監査機能により、法 

令に基づく適正な法人運営が行われていることを継続的に検証するとともに、 

内部監査機能自体の検証も行い、法令遵守体制を強化する。 

 

→ 情報公開の推進 

・大学運営の透明性を確保するため、学園の教育・研究活動、各種活動状況や

学園の財務内容等に関する情報を積極的に公開する。またその一方で、大学が

保有する情報資産を守るため、適切な情報セキュリティ対策を実施、強化する。 

 

    ④ 施設設備の計画的整備 

     ➝ 施設・設備修繕・更新等の中長期計画 

      学生が安全で安心して学べる教育環境の実現に向け、以下のとおり施設・設

備の修繕・更新を行う。 

 

     ・施設の細やかな点検を実施することにより不具合個所の早期発見、早期修繕

に取り組む。老朽化した施設については年次計画により塗装等の修繕を行う

等、計画的に整備を進める。 

 

     ・教育・研究に必要な設備についても補助金・競争的資金の確保等により事業

計画に則り計画的に更新を行う。 

 

⑤ 広報戦略の強化 

    ➝ ブランド構築と入学者確保 

      ・全学をあげて埋もれている情報を掘り起し、情報の共有及び整理収集を行い

他大学との差別化を明確にする。 

 

・また、収集できた情報を積極的に学内外へ発信しブランド力を高め入学者確

保につなげる。 

 

・今後も積極的に留学生募集を行い入学者確保につなげる。また入学後のミス

マッチがないように、現地の支局、協定校などとの連携や現地に赴き説明会を

開催するなどして本学園の内容を十分に理解してもらうよう努める。 
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   ２．地域連携の強化 

     ➝ 地域・産学官連携の強化に関する全学的な基本方針の策定     

      ・高梁市、南あわじ市、延岡市においては、地域人材育成に関して、市及び教

育委員会、商工会議所、地元企業、地元医療機関等と、地域でのキャリア教育、

アクティブラーニング等を推進し、教育を核としたブランド形成に貢献する。 

 

      ・地域課題解決型プログラム教育の充実を図る。 

 

      ・地域住民を対象とした学校主催の生涯学習講座の充実を図る。特に、シニア

層向けに、健康づくり講座等の充実を図り利用者の拡大を図る。 

 

 

   ３．国際化の推進 

     ➝ 国際化推進の強化に関する全学的な基本方針の策定 

       ・国際的に活躍できるスペシャリストを養成すべく、教育環境の国際化を推進 

するとともに、国際化が進んだ大学としてのブランドイメージを構築するこ

とを目指す。 

 

 

【教学部門】（教育基本方針） 

   教育部門における最大の目標は、建学の理念「学生一人ひとりの能力を引き出し引き

伸ばし社会に有為な人材を養成する」に基づき、学修成果を保証することである。今後

一層複雑に変化し予測不可能な時代に対応できる人材を輩出すべく、建学の理念を具

現化し、時代のニーズに即した質の高い教育力と熱い情熱を持った教職員の更なる能

力向上と改革力推進を実行していくため、以下の５項目を重点目標として定め計画を

策定する。 

 

   １．教育力（学習成果の可視化、学生支援、キャリア支援、キャンパス整備） 

   ２．研究力 

   ３．募集力（ブランド力） 

   ４．グローバル化の推進 

   ５．地域連携力 

 

 

  ■ 吉備国際大学 
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 （１）教育ビジョン 

   吉備から世界へ！未来を豊かにするあなたの実践力を育む 

 

 （２）教育目標 

   懇切丁寧に一人ひとりに応じた、基礎を重視し創意工夫を凝らした指導に徹し、豊か

な人間性と確かな実践力を育み国際的に活躍できるスペシャリストを養成する 

    ① 豊かな人間性と高い専門性を兼ね備えた個性ある人材を養成する    

    ② 地域社会の学術・文化の中核大学として、地域創成に貢献しうる実践力を備え

た人材を養成する 

    ③ 我が国と世界の民族、歴史や文化などの素養を身につけたグローバルに活躍

できる人材を養成する 

    ④ 地域社会と本学の発展に貢献できるボランティア精神と愛校心に富む人材を

養成する。 

 

 （３）基本方針 

 

１．教育力の強化 

A．学修成果の可視化 

      ① ３つのポリシーの明確化と実質化 

      ② カリキュラム改革（基盤教育） 

      ③ アセスメントポリシーの策定 

       

     B. 学生支援の充実 

      ① 学生相談、メンタルケアのための支援体制強化 

      ② 奨学金制度の拡充 

      ③ 退学・休学者対策の充実 

      ④ 安心安全な学修環境の保全と充実 

      ⑤ クラブ活動の活性化 

 

     C. キャリア支援の強化 

      ① キャリア支援プログラムの充実 

      ② 外部機関との連携強化 

      ③ 留学生への就職支援の強化 

 

     D. キャンパス整備 
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      ① 中長期視点に立った修繕計画の立案（既存施設の老朽化対策） 

      ② 学修環境や課外活動施設の充実 

      ③ ICT化に向けた整備計画（ソサイエティ 5.0 に向けた対応策） 

    

   ２．研究力の強化 

    ① 地（知）の拠点大学として全教員による地域志向の研究課題の設定 

    ② 科学研究費補助金等の申請・採択件数向上 

    ③ 受託研究・共同研究受入れ件数向上 

    ④ 研究成果の可視化及び社会への発信力強化 

 

   ３．募集力（ブランド力）の強化 

    ① 情報（学部学科の教育研究力）発信力の充実と強化 

    ② ブランドの形成 

     

   ４．グローバル化の推進＝国際化ビジョン 

    ① 学内の国際化推進（外国人教員・留学生の受入れ、受入れに伴う環境整備） 

    ② 学生の海外留学の促進 

    ③ 外国語教育の充実 

    ④ 海外インターンシップの充実 

    ⑤ 海外連携大学との連携強化 

    ⑥ 地域自治体・企業・学校・地域住民等へのグローバル化への貢献 

 

   ５．地域・産学官連携の推進 

    ① 地（知）の拠点大学として社会貢献の推進を維持 

    ② 地域連携の強化（高梁市・高梁市医師会等との連携） 

    ③ 生涯教育・リカレント教育の充実 

    ④ 産官学連携を推進 

    ⑤ 高大接続、初等・中等教育との接続プログラムの充実 

 

■ 九州保健福祉大学 

 

 （１）教育ビジョン 

    九保大だから学べる「みんなの幸せをプロデュースできる」あなたの能力を最大限

に引き出し、引き伸ばす。 

 

 （２）教育目標 
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    国家試験合格等の専門資格の取得と基礎・専門教育をとおして、自ら考え、解決で 

きる力を高め、高度な専門知識に加えて、人々の幸せをプロデュースできる能力（知 

識・技能・思考力・態度）を身につけ、社会に於いて高く評価される有為な人材を養 

成する。 

 

    ① 授業にアクティブラーニングを積極的に取り入れ、学生の思考力を高める 

    ② e-learning システム（すらら）を積極的に取り入れ、国語力の向上を図る 

    ③ アクティブラーニングの推進と併せ、国家試験に必要な知識修得のための系 

統講義の充実を図る 

 

 （３）基本方針 

 

１．教育力の強化 

A．学修成果の可視化 

      ① ３つのポリシーの明確化と実質化及びアセスメントポリシーの策定 

      ② カリキュラム改革（基盤教育） 

      ③ 基礎学力向上対策の強化 

      ④ 国家試験合格率アップ対策の強化 

 

     B. 学生生活サポートの支援 

      ① 教職協働によるエンロールメントマネジメント制度の構築 

      ② 奨学金制度の拡充 

      ③ 退学者「0」対策の強化 

      ④ 基礎学力向上対策の強化 

       

     C. キャリア支援の強化 

      ① 大手就職支援サイトとの連携による就職支援の強化 

      ② 公務員への就職支援強化 

      ③ 学生への各種イベント等の促進強化 

 

     D. キャンパス整備 

      ① 中長期視点に立った修繕計画の立案（既存施設の老朽化対策） 

      ② 学修環境や課外活動施設の充実 

      ③ ICT化に向けた整備計画（ソサイエティ 5.0 に向けた対応策） 

    

   ２．研究力の強化 
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    ① 研究部門の質保証を目的とした自己点検・評価（PDCAサイクル）の実施 

    ② 外部研究資金（科研究費補助金等）の申請・採択件数向上 

    ③ 研究論文、学会発表等のノルマ設定 

    ④ 研究成果の可視化及び社会への発信力強化 

 

   ３．募集力（ブランド力）の強化 

    ① 学科の魅力発信力の充実と強化 

    ② ブランドの形成 

 

   ４．グローバル化の推進 

    ① 学内の国際化推進（留学生の受入れ、受入れに伴う環境整備、英語村の充実） 

    ② 学生の海外留学の促進 

 

   ５．地域・産学官連携の推進 

    ① 教育・研究拠点としての確立   

    ② 地域連携の強化（自治体、関係機関、団体、学校等との連携） 

    ③ 大学間連携の推進 

 

■ 順正高等看護福祉専門学校 

 

 （１）教育ビジョン 

    心豊かな人間性を持った「看護師になる」「介護福祉士になる」ことを応援する教

育 

 

 （２）教育目標 

    必要な基礎知識・技術・態度の習得、主体的に学び続ける姿勢を持つ実践力のある

人材の育成を目指す。また、教育活動の質を保証し、学生の満足度を高め続けられる

学校づくりを目指す。 

 

    ① 全ての学生の能力を信じる 

    ② あらゆる偏見を排除して学生の教育にあたる 

    ③ 看護師・介護福祉士に求められる重い責任を背負えられる豊かな人間性と科 

学的視点を育てる 

 

 （３）基本方針 
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１．教育力の強化 

A．基礎学力向上と国家試験対策の強化 

      ① 基礎教育と実習の充実 

      ② 国家試験対策の強化 

      ③ 教員の資質向上      

 

     B. 学生生活サポートの支援 

      ① 健康管理センターとの連携とカウンセリング機会の確保を促進 

      ② 奨学金制度の拡充 

      ③ 安心安全な学修環境の保全と充実 

      ④ 図書館利用促進による貸出冊数の増加を図る 

       

     C. キャリア支援の強化 

      ① 就職率アップへの具体的取組を強化 

      ② 初年次からのキャリア教育を充実 

 

     D. キャンパス整備 

      ① 中長期視点に立った修繕計画の立案（既存施設の老朽化対策） 

      ② 学修環境や課外活動施設の充実 

     

   ２．募集力の強化 

    ① 学科の魅力発信力の充実と強化 

    ② ブランドの形成 

 

   ３．グローバル化の推進 

    ① 学生の海外留学の促進 

    ② 英語村の利用率向上と環境充実 

 

 

  ■ 九州保健福祉大学総合医療専門学校 

 

 （１）教育ビジョン 

    地域で輝く看護のプロを養成する ―地域・社会のニーズに応える人材育成― 

 

 （２）教育目標 

    豊かな人間性、確かな実践力をもつスペシャリストの養成  
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    ① 少子高齢化社会の進展など時代の要請に対応できる高い技術と豊富な知識を 

有する看護師の養成 

    ② 地域社会に貢献し、地域社会から信頼され高く評価される学校であり続ける 

     

 （３）基本方針 

 

１．教育力の強化 

A．医療人として必要な能力を身につけさせる 

      ① 人間力の向上 

      ② 専門知識の習得力向上 

      ③ 実習担当教員の能力向上      

      ④ 国家試験対策の強化 

 

     B. 学生生活サポートの支援 

      ① 保健室の機能向上とカウンセリング機会の確保を促進 

      ② 修学サポート、生活サポート、奨学金等経済的サポートの支援 

      ③ 安心安全な学修環境の保全と充実 

       

     C. キャリア支援の強化 

      ① 教職員の就職指導体制の強化 

      ② 宮崎県内就職率向上対策の強化 

 

     D. キャンパス整備 

      ① 中長期視点に立った修繕計画の立案（既存施設の老朽化対策） 

      ② 学修環境や課外活動施設の充実 

     

   ２．募集力の強化 

    ① 学科の魅力発信力の充実と強化 

    ② ブランドの形成 

 

   ３．グローバル化の推進 

    ① 学生の海外留学の促進 

 

   ４．地域貢献 

    ① 公開講座の開催、講師派遣等を積極的に推進 
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   ● 各設置校の教学部門に於ける詳細な中期計画書は別表のとおりである。    

 

     第 2 期中期計画（吉備国際大学）・・・・・・・・・・・・別表 

     第２期中期計画（九州保健福祉大学）・・・・・・・・・・別表 

     第２期中期計画（順正高等看護福祉専門学校）・・・・・・別表 

     第２期中期計画（九州保健福祉大学総合医療専門学校）・・別表 


